
菅
原
道
真
詩
文

に
お
け
る

「残
菊
」
を
め
ぐ

っ
て

日
中
比
較

の
視
角

か
ら

高

兵

兵

菅原道真詩文における 「残菊」をめぐって

一

は
じ
め
に

「残
菊
」

は
、
中
国
唐
代
か
ら
詩

に
詠
ま
れ
は
じ
め
た
題
材

で
あ
る
が
、
日
本

で
は
、
そ
れ
を
は
じ
め
て
詩
に
詠
ん
だ
の
は
、
菅
原
道
真

で
あ
る
。
し
か
も
、

中
国
の
古
典
詩

で
は

「残
菊
」
は
あ
ま
り
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
の
に
対
し

て
、
日
本
で
は
菅
原
道
真
を
は
じ
め
と
す

る
漢
詩
人
た
ち
に
よ

っ
て
積
極
的

に

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日
中
に
お
い
て

「残
菊
」

に
対
す
る
関

心
の
程
度

に
差
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

　
ユ
　

て
は
、
数
多
く

の
先
行
論
文

に
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
改

め
て
、
道

真
の
詩
と
唐
詩
と
に
お
け
る

「
残
菊
」

の
作
品
数
の
デ

ー
タ
を
見

て
み
よ
う
。

『全
唐
詩
』
に
は
、
「残
菊
」
或

い
は
菊
を
詠
む
の
に

「残
」
と
い
う
表
現
を
用

い
て
い
る
詩
は
、
全
部

で
二
十
七
首
あ
る
。
こ
れ
は

『全
唐
詩
』

の
総
作
品
数

か
ら
考
、兄
れ
ば
、
け

っ
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
も
、
二
十
七
首

の
う

ち
、
「残
菊
」

の
二
字
が
詩
題
に
あ
る
の
は
二
首

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
道
真

の
作
品
集

『菅
家
文
草
』
『菅
家
後
集
』

で
は
、
「残
菊
」
或
い
は
菊

を
詠
む

の
に

「残
」

で
表
現
す
る
詩

(詩
序
も
含
む
)
は
十
七
首
あ
り
、
そ

の

う
ち
、
詩
題
に
あ
る
の
は
八
首

で
、
ほ
ぼ
半
数

に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

以
上

の
デ

ー
タ
か
ら
見
れ
ぽ
、
唐
詩
で
は
、
「
残
菊
」
は
詩
の
主
題
と
し
て

あ
ま
り
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な

い
の
に
対
し
て
、
道
真

の
詩

で
は
、
そ
れ
が
好

ん
で
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
真
だ
け
を
取
り
あ
げ

て
み
て
も
、
日
本
と
中
国
と
で
は

「残
菊
」

に
対
す
る
関
心

の
程
度
が
異
な
る

の
は
確
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
残
菊
」
と
い
う
言
葉

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
諸
先
行

　　
　

論
考
で
は
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん

ど

の
論
考

で
は
、
「
残
」
は
も
と
も
と
損
な
わ
れ
る

・
敗
れ
る
な
ど

の
意
味
を

持
ち
、
し
た
が

っ
て
、
唐
代
に
入

っ
て
か
ら
出
現
し
た

「残
菊
」
と

い
う
語
は
、
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「敗
れ
て
残
る
菊

・
傷
ん
で
残
る
菊
」
と
い
う
意
味
を
表
す
も

の
と
さ
れ
、
さ

ら
に
、

こ
の
点
が
中
国
の
詩
で
は

「残
菊
」
が
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
い
な
い
最
大

の
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

小
島
氏
は
ま
た
、
道
真

の
詩

に
お
け
る

「残
菊
」
も
、
敗
れ
る
な
ど
の
意
味

で
詠
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
本
間
洋

一
氏
は
、

道
真

の

「黄
華
之
過
重
陽
、
世
俗
謂
之
残
菊
」
(『菅
家
文
草
』
巻
五

.
三
五
六
)

　ヨ
　

を
取
り
あ
げ
、
「
必
ず

し
も
衰
残

の
意
で

は
な

い
こ
と
に
な
る
か
」
と
い
う
観

点
を
示
し
て
い
る
。
以
上

の
両
氏

の
ほ
か

に
、
菅
野
禮
行
氏

は
、
「
残
菊
」
は

中
国

・
日
本
の
漢
詩

に
お
い
て
と
も
に
、

ほ
と
ん
ど

「重
陽

の
後
ま
で
咲
き
残

る
」
と
い
う
意
味
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
道
真

の
み
が

「
損
な
わ
れ

　
　
　

た
」
菊

の
こ
と
を
詠
む
の
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
と
日
本
の
漢
詩

に
登
場
す
る

「
残
菊
」

に
つ
い
て
、

い
く

つ
か
の
見
解
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
し

て
特

に
、
日
本

で
最
初

に

「残

菊
」

の
こ
と
を
詩
に
詠
ん
だ
菅
原
道
真

の
作
品
に
議
論
の
焦
点
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
で
は

一
体
、
道
真

の

「残
菊
」

は
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
詠
ま
れ

て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
、
道
真

の
作
品
と
唐
詩

に
お
け
る

「
残
菊
」
と
は
、
同

じ
意
味
を
持

つ
の
か
、
異
な
る
の
か
。
さ

ら
に
、
「残
菊
」
は
中
国
で
は
盛

ん

に
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
逆

に
日
本
で
は
道
真
を
初
め
と
し
て
盛
ん
に
詠
ま

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
は
何

で
あ
る
か
。
本
稿
で
は
、
先
行
論
文
を
踏
ま
・兄

た
上
で
、
日
中

に
お
け
る

「
残
菊
」

の
時

期
の
相
違

に
着
目
し
、
道
真
の
作
品

と
中
国

の
詩
文
と
に
お
け
る

「残
菊
」
を
改
め
て
比
較
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ

こ
か
ら
日
中
に
お
け
る

「残
菊
」

の
根
本
的
な
相
違
を
見
出
し
た
い
。

二

日
中

の

「残
菊
」

に
お
け

る
時
期

の
差

に

つ
い
て

ま
ず
、
唐
詩

に
お
い
て
も
、
道
真

の
詩

に
お
い
て
も
、

遊
二徐
城
河

一忽
見
二清
淮

一、
因
寄
二趙

八
一

李
嘉
祐

初
過
重
陽
惜
残
菊

初
め
て
重
陽
を
過
ぎ
て

残
菊
を
惜
し
み

行
看
旧
浦
識
群
鴎

行
く
ゆ
く
旧
浦
を
看
て

群
鴎
を
識
る

…
…

(
『全
唐
詩
』
巻
二
〇
七
)

惜
二
残
菊
一、
各
分
一二

字

一、
応
レ制
。
並
・序

黄
華
之
過
二重
陽

一、
世
俗
謂
二之
残
菊

一、
今
之
可
レ惜
、
非
レ有
レ意
乎
。

…
…

(『菅
家
文
草
』
巻
五

・
三
五
六
)

と
あ
る
よ
う
に
、
「残
菊
」

は
九
月
九
日
の
重
陽
節
を
過
ぎ
た
時
期

の
菊
花
を

指
す

の
は
確
か
で
あ

る
。

し
か
し
、
「残
菊
」
を
詠
む
詩

の
題
や
詩
句

に
見
ら
れ
る
作
詩

の
日
時
を
見

る
と
、
両
者
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
い
る
。
唐
詩
で
は
、
次

の
、

九
月
十
日
雨
中
過
二張
伯
佳
一期
二柳
鎮

一未
レ
至
以
レ詩
招
レ之

李
益
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唯
有
角
巾
霑
雨
至

唯
だ
角
巾

の
雨

に
霑
れ
て
至
る
有
り

手
持
残
菊
向
西
招

手
に
残
菊
を
持
ち
て

西
に
向
ひ
て
招
く

(
『全
唐
詩
』
巻
二
八
三
)

九
月
十
日
郡
楼
独
酌

羊
士
諤

嘉
辰
悵
已
失

嘉
辰

悵
と
し
て
已

に
失
し

残
菊
誰
為
惜

残
菊

誰
か
惜
し
む

を
為
さ
ん(『全

唐
詩
』
巻
三
三
二
)

九
月
十
日
即
事

陳
羽

節
過
重
陽
人
病
起

節

は
重
陽
を
過
ぎ
て

人
は
病
よ
り
起

つ

一
枝
残
菊
不
勝
愁

一
枝

の
残
菊

愁
に
勝

へ
ず

(『全
唐
詩
』
巻
三
四
八
)

な
ど
が
あ
る
よ
う
に
、
重
陽

の
翌
日

「九

月
十
日
」

の
日
付
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
日
付
が
な
く
て
も
、
先

に
挙
げ
た
李
嘉
祐
の
作
品
に
見
ら
れ
る

「
初
過

重
陽
」
や
、
次
の
詩

に
、

万
年
属
員
外
宅
残
菊

顧
非
熊

纔
過
重
陽
後

纔
か
に
重
陽
を
過
ぎ
し
後
な
る
に

人
心
已
為
残

人
心

已
に
残
と
為
す

…
・:

(
『全
唐
詩
』
巻
五
〇
九
)

と
あ
る
よ
う

に
、
唐
の

「
残
菊
」
詩
に
は
、
重
陽
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
時
に
詠

ま
れ
る
も

の
が
多

い
。

一
方
、
道
真

の

「残
菊
」
を
詠
む
作
品
で
は
、
詩
序

に

「九
日
後
朝
」
と
あ

る
作
品

一
首
を
除
け
ば
、
次

の
、

残
菊
㎝詩
。
十
韻
。
于
レ時
年
十
六

十
月
玄
英
至

十
月

玄
英
至
る

三
分
歳
候
休

三
分

歳
候
休
す

暮
陰
芳
草
歇

暮
陰

芳
草
歇
き

残
色
菊
花
周

残
色

菊
花
周
し

:
・:

(『菅
家
文
草
』
巻

一
・
三
)

冬
夜
有
レ感
、
簡
二藤
司
馬
一

霜
籬
数
歩
菊
花
残

霜
籬
数
歩

菊
花
残
れ
り

更
有
何
人
比
目
看

更

に
何
人
か
目
を
比
べ
て
看
る
こ
と
有
ら
ん

…
…

(『菅
家
文
草
』
巻
四

・
三
〇
七
)
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暮
秋
、
賦
二秋
尽
翫
ワ菊
、
応
レ令

。
並
・序

…
于
レ時
九
月
廿
七
日
、
孰
不
レ謂

二之
尽
秋

一、
孤
叢
両
三
茎
、
孰
不
レ

謂
二之
残
菊
一。
…
…

(
『菅
家
文
草
』
巻
五
.
三
八
一
)

九
月
尽

今
日
二
年
九
月
尽

今

日

二
年

九
月
尽
き

此
身
五
十
八
廻
秋

此
身

五
十

八
廻

の
秋

思
量
何
事
中
庭
立

何
事
を
思
量

し
て
か

中
庭
に
立

つ

黄
菊
残
花
白
髪
頭

黄
菊

の
残
花

白
髪

の
頭
(
『菅
家
後
集
』
五
一
二
)

な
ど

の
よ
う
に
、
そ
れ
は
九
月
十
日
よ
り
だ
い
ぶ
経
過
し
た
後

の
九
月
下
旬

・

九
月
末
日

・
十
月

・
冬
な
ど

の
時
期
が
多

い
。

こ
の
よ
う
に
、
道
真
の

「
残
菊
」
と
唐
詩

の
そ
れ
と
は
、
同
じ
く
重
陽
を
過

ぎ
た
後

の
菊
花
を
指
す
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
唐
詩
で
は
、
重
陽
を
過
ぎ
た
ば
か

り
の

「九
月
十
日
」

の
も

の
が
多

い
の
に
対
し
て
、
道
真

の
作
品
で
は
、
重
陽

を
過
ぎ
て
ず

い
ぶ
ん
時
間
が
経

っ
た
秋

の
暮
れ
或

い
は
冬

の
も
の
が
多

い
の
で

あ
る
。

で
は
、
な
ぜ

日
中

に
お
い
て

「残
菊
」

の
時
期
の
相
違
が
生
じ
た
の
か
。
そ

こ
に
こ
そ
、
道
真

の
時
代

の
日
本
と
中
国
と

の
、
「残
菊
」
及
び
重
陽
節

に
対

す
る
認
識
の
根
本
的
差
異
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
こ
の

点
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

三

中
国
詩

に
お
け
る

「
残
菊
」
と

「
十
日
菊
」

唐
代
に
お
け
る

「残
菊
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
に
は
、
ま
ず
、
菊
と
九

月
九
日
重
陽
と
の
関
係
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
で
は
古
来
、
次

の
、

崔
寔
月
令
、
九
月
九
日
、
可
レ採
二菊
花
一…
…

(
『芸
文
類
聚
』
巻
八
十

一
「菊
」)

西
京
雑
記
日
、
漢
武
帝
宮
人
賈
佩
蘭
、
九
月
九
日
、
佩
二茱
萸

一、
食
レ餌
、

飲
二菊
花
酒
一、
云
レ令
二人
長
寿
一。

(『初
学
記
』
巻
四

「九
月
九
日
」)

な
ど
の
記
録
が
あ
る
よ
う
に
、
菊
は

「
九
月
九
日
」
と
関
係
が
深

い
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
次
の
、

魏
文
帝
与
二鍾
緜

一書

日
、
歳
往
月
来
、
忽
復
九
月
九
日
、
.…
:
至
二於
芳

菊

一、
紛
然
独
栄
…
…

(『芸
文
類
聚
』
巻
四

「九
月
九
日
」)

魏
鍾
会
菊
花
賦
、
…
…
於
レ是
季
秋
初
九
、
日
数
将
並
、
置
二酒
華
堂

一、

高
会
娯
レ情
、
百
卉
彫
瘁
、
芳
菊
初
栄
…
…

(『芸
文
類
聚
』
巻
八
十

一
「菊
」
)
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菅原道真詩文 における 「残菊」 をめ ぐって

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
菊
は
九
月
九
日
に
満
開
を
迎
え
る
と
い
う
認
識
が
あ

っ

た
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
、
菊

は
元
来
長
寿
を
も
た
ら
す
呪
力

の
あ

る
植
物
と
さ
れ
、
そ
れ
は
長
久

の
意
味
に
ち
な
ん
だ
九
月
九
日
の
節
物
と
し
て

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

唐
代
に
入

っ
て
以
降
、
菊
と
九
月
九
日
重
陽
と
の
関
係
が
更

に
密
接
と
な
り
、

次

の
詩
に
至
る
と
、

奉
和
二聖
制
重
陽
節
宰
臣
及
群
官
上
ワ寿
応
レ制

王
維

無
窮
菊
花
節

無
窮
な
り

菊
花

の
節

長
奉
柏
梁
篇

長
に
奉
ず

柏
梁

の
篇

(『全
唐
詩
』
巻

一
二
七
)

と

い
う
よ
う
に
、
重
陽
は

「菊
花
節
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
唐
代
で
は
、
菊
が
重
陽

の
日
を
飾
る
花
で
あ
り
、
九
月
九

日
こ
そ
菊
を
観
賞
す
る
の
に
も

っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
日
で
あ
る
、
と
い
う
認
識

が
あ

っ
た
。

以
上

の
よ
う
に
本
当

に
菊
は
九
月
九
日
前
後

に
満
開
を
迎
え
る
の
な
ら
、
毎

年
重
陽

の
夜

に
強
い
風
雨
が
起
こ
ら
な
い
限
り
、
九
月
十
日
に
な

っ
て
、
菊
が

一
夜

の
う
ち
に
傷
ん
で
敗
れ
た
り
、
残
り
少
な
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
極

め
て
考
え
難

い
。
し
た
が

っ
て
、
「九
月
十

日
」

の

「
残
菊
」

の

「残
」
は
、

　
ら
　

小
島
憲
之
氏

の
謂
う

「敗
れ
て
損
な
う
」

意
味
と
、
菅
野
禮
行
氏
の
言
う

「
咲

　
　
　

き
残
る
」
意
味
と
の
、
い
ず
れ
で
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は

一
体
、
唐
詩

に
詠
ま
れ
た

「
九
月
十
日
」
の

「残
菊
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
唐
詩

の

「
残
菊
」

の
例
を
い

ま

一
度
思

い
出
し
て
み
よ
う
。
羊
士
諤

「九
月
十
日
郡
楼
独
酌
」
に
あ
る

「
嘉

辰
悵
已
失
、
残
菊
誰
為
惜
」
は
、
「重
陽
が
過
ぎ
た
以
上
、
誰
が
残
菊
を
惜
し

む
だ
ろ
う
か
」
と
嘆

い
て
い
る
。
ま
た
、
顧
非
熊

「
万
年
属
員
外
宅
残
菊
」

の

「纔
過
重
陽
後
、
人
心
已
為
残
」
は
、
「
重
陽
が
過
ぎ

た
ば
か
り
な
の
に
、
人
々

は
す
で
に
そ
れ
を

『残
』
と
思
う

の
だ
」
と
言

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次

の
杜

甫

の
詩
を
見
て
み
よ
う
。

歎
二庭
前
甘
菊
花
一

杜
甫

檐
前
甘
菊
移
時
晩

檐
前
の
甘
菊

移
せ
し
時
晩
く

青
蕊
重
陽
不
堪
摘

青
蕊
に
し
て

重
陽
に
摘
む
に
堪
え
ず

明
旦
肅
条
酔
尽
醒

明
日
蕭
条
と
し
て

酔
ひ
尽
く
醒
め

残
花
爛
慢
開
何
益

残
花
爛
慢

と
し
て

開
く
も
何
の
益
か
あ
ら
ん

:
:
:

(『全
唐
詩
』
巻
二

一
六
)

こ
こ
で
は
、
「重
陽

の
日
に
摘
む
の
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
菊
は
、
翌
日
に

『残
花
』
が
満
開
し
て
い
て
も
意
味
が
な
い
」
と
詠
ん
で
い
る
。
「爛
慢
」
は
花

が
満
開
し
て
い
る
様
子
を
い
う
も

の
で
、
こ
こ
で
は
菊

の

「
残
花
」
を
言

っ
て

　　
　

い
る
。
杜
甫

の
こ
の
作
品
は
、
先

の
二
首
と
と
も
に
、
当
時
中
国
で
の

一
般
的
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な
認
識
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
菊
が
重
陽

の
日
に
こ
そ
観

賞
価
値
や
利
用
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
、

そ
れ
に
対
し
て

「残
菊
」
は
、
そ
れ

は
重
陽
と
い
う

一
番

い
い
時
期
を
逃
し
た
、
価
値

の
な

い
も

の
だ
と
思
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

中

・
晩
唐

に
至
る
と
、
以
上

の
よ
う
な
認
識
が
更
に
根
強
く
な
り
、
次
の
、

十
日
菊

鄭
谷

節
去
蜂
愁
蝶
不
知

節
去
り

蜂
愁
ふ
る
も
蝶
は
知
ら
ず

暁
庭
還
繞
折
残
枝

暁
庭
還
り
繞

り
て

残
枝
を
折

る

自
縁
今
日
人
心
別

自
ら
今
日
人

心
の
別
る
る
に
縁
る
も

未
必
秋
香

一
夜
衰

未
だ
必
ず
し
も

秋
香

一
夜

に
衰

へ
ず

(『全
唐
詩
』
巻
亠ハ
七
五
)

十
日
菊

薛
瑩

昨
日
尊
前
折

昨
日

尊
前
に
折
り

万
人
酣
暁
香

万
人
暁
香
を
酣
し
む

今
朝
籬
下
見

今
朝

籬
下

に
見
れ
ば

満
地
委
残
陽

地
に
満
ち
て
残
陽

に
委
ぬ

得
失
片
時
痛

得
失

片
時
痛

み

栄
枯

一
歳
傷

栄
枯

一
歳
傷
む

未
将
同
腐
草

未
だ
将
て
腐
草
と
同
じ
か
ら
ざ
る
に

猶
更
有
重
霜

な
お
更
に
重
霜
有
り

(
『全
唐
詩
』
巻
八
八
四
)

な
ど

の
詩
が
あ
る
よ
う
に
、
「
十
日
菊
」
と
い
う
概
念
ま
で
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
首
は
と
も
に
、

一
夜
明
け
た
ら
人

々
に
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
残
菊

の
哀

れ
な
運
命

に
つ
い
て
感
嘆
し
て
い
る
。
鄭
谷

の
詩
は
、
後
世

の
詩
話

に
し
ば
し

　　

　

ば
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
中

に
、
清
代

の
呉
景
旭
氏
が
編
纂

し
た

『歴
代
詩
話
』

に
、
宋
代

の
何
燕
泉

の
詩
話
を
引
用
し
た
次

の

一
節
が
あ
る
。

人
之
視
レ菊
、
直
繋
二其

時
一焉

耳
、
当
二其

時
一則

重
レ之
、
而

非
レ為
二其

有
7所
レ加
、
過
二其
時
一則
否
、
而
非
レ為
二其
有
ワ所
レ損
也
。

(『歴
代
詩
話
』
巻
五
十
三

「庚
集
八
」)

こ
れ
は
、
ま
さ
に
中
国
に
於
け
る

「
残
菊
」

の
本
質
を
突
き
止

め
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
「
残
菊
」

の

「残
」
は
、
実
際

に
損
な
わ
れ

て
い
る
と
い
う
意
味

　　
　

で
も
、
た
だ
咲
き
残

っ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
も
な
く
、
菊
が
重
陽
と

い
う

一

番
良
い
時
期
を
過
ぎ
た
こ
と
に
対
し
、
心
理
上

に
お
い
て
、
そ
れ
を
価
値

の
な

い
、
欠
点

の
あ
る
も

の
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

ち
な
み
に
、
宋
代

に
至
る
と
、
蘇
軾
の
次

の
、

九
日
次
二韻
王
鞏
・一

蘇
軾
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菅原道真詩文における 「残菊」をめぐって

相
逢
不
用
忙
帰
去

相
逢
は
ば

忙
し
く
帰
去
す
る
こ
と
を
用
ゐ
ず

明
日
黄
花
蝶
也
愁

明
日
黄
花

蝶
も
ま
た
愁
ふ

(
『蘇
軾
詩
集
合
注
』
巻
十
七
)

と
い
う
詩
に
見
ら
れ
る

「
明
日
黄
花
」
と

い
う
言
葉
が

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
蘇
軾
の
詩
は
明
ら
か
に
先

の
鄭
谷

の

「
十
日
菊
」
詩
を
踏
ま
え

た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
詩
に
お
け
る

「残
菊
」

は
、
主

に
重
陽
を
過
ぎ
た
ば
か
り

の
九
月
十
日
の
菊
を
指
し
、
そ
れ
を
さ
ら

に

「十
日
菊
」
、
「明
日
黄
花
」
と
す

る
表
現
が
後
に
現
れ
る
よ
う

に
、
重
陽

の
後

の
菊
は
時
期
を
過
ぎ
て
価
値
の
な

い
も

の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
ず

っ
と
続

い
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
い

て
、
「残
菊
」

は
と
う
と
う
、
賛
美

の
対
象

に
は
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

唐
代

の
白
居
易

の
作

に
は
、

効
二陶
潜
體
一詩
十
六
首
。
並
・序

(其
の
八
)

重
陽
雖
巳
過

重
陽

已
に
過
ぎ

た
り
と
雖
も

籬
菊
有
残
花

籬
菊

残
花
有
り

…
…

(
『白
氏
文
集
』
二
二
〇
)

晩
秋
夜

花
開
残
菊
傍
疎
籬

花
開
き

て

残
菊

疎
籬
に
傍
ひ

葉
下
衰
桐
落
寒
井

葉
下
ち
て

衰
桐

寒
井
に
落

つ

…
…

(『白
氏
文
集
』
七
四
二
)

な
ど

の
よ
う
な
、
「残
菊
」
を
そ
れ
ほ
ど
否
定
的

に
捉
え

て
い
な
い
例
も
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
も
当
時

の

一
般
的
な
認
識
に
強

い
て
反
撥
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
「残
菊
」
は
た
だ
晩
秋
の
寂
寥
た
る
風
景
を
引
き
立
て
る

一
要
素
に
過
ぎ

な
か

っ
た
。

以
上
の
よ
う

に
、
中
国
で
は
、
「
残
菊
」
は
、
「遅
く
ま
で
咲
き
残
る
菊
」
で

も

「傷

ん
だ
菊
」

で
も
な
く
、
主
に
重
陽
と
い
う
も

っ
と
も
人
に
観
賞
さ
れ
る

時
期
を
過
ぎ
て
、
観
賞
価
値
が
無
く
な

っ
た
菊
と
し
て
登
場
し
、

マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
あ
ま
り
主
題
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。

四

菅

原
道
真

の

「
残
菊
」

の
イ

メ
ー
ジ

で
は
、
道
真

の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先

に
触
れ
た
よ
う
に
、
道
真

の

「残
菊
」
を
詠
む
詩
で
、
「九
日
後
朝
」

つ
ま
り
九
月
十
日
の
日
付
が
見
ら
れ
る

の
は
、
た
だ

一
首

の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
、

九
日
後
朝
、
侍
二朱
雀
院
一、
同
賦
三
閑
居
楽
二秋
水

一、
応
二太
上
天
皇
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制

一。

並
・序
。

…

…

嗟

呼

、

節

過

二
重

陽

一、

残

菊

猶

含

二
旧
気

一。

…

…

(
『菅

家
文
草

』
巻

六

・
四
四

三
)

と
あ
る
よ
う
に
、
菊

は
重
陽

の
日
を
過
ぎ

て
も
、
重
陽

の
日
と
同
じ
よ
う
に
見

る
価
値
が
あ
る
と
言
い
、
唐

の

「九
月
十

日
」
の

「残
菊
」
を
詠
む
詩
に
見
ら

れ
る

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
見
ら
れ
な

い
。
ま
た
次

の
、

路
辺
残
菊

菊
過
重
陽
似
失
時

菊

重
陽
を
過
ぎ
て
時
を
失

へ
る
に
似
た
り

相
憐
好
是
馬
行
遅

相
憐
れ
む

好
し
是
れ
馬
の
行
く
こ
と
遅
し

金
精
未
滅
薫
香
在

金
精
未
だ
滅

せ
ず
し
て

薫
香
在
り

欲
把
還
羞
路
拾
遺

把
ら
ん
と
欲
し
て
還
た
羞
づ

路

に
遺
ち
た
る
を

拾
ふ
を

(『菅
家
文
草
』
巻
四

・
二
七

一
)

と
い
う
詩
に
お
い
て
も
、
「
菊
は
重
陽
を
過
ぎ
る
と
時
を
失

っ
た
よ
う
だ
が
、

ま
だ
色
も
香
り
も
衰
え
る
こ
と
が
な
い
」

と
詠
み
、
菊
は
必
ず
し
も
重
陽
だ
け

に
見
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の

「
菊
過
重
陽
似
失
時
」
や
、
先
に
挙
げ
た

「黄
華
之
過
重
陽
、
世
俗
謂

之
残
菊
」
(『菅
家
文
草
』
巻
五
・
三
五
六
)
を
見
れ
ぽ
、
道
真
は
、
唐
に
お
け
る

「
残
菊
」
に
対
す
る
認
識
を
知

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「似
」
や

「
世
俗
」
な
ど

の
言
葉
か
ら
、
道
真

は
唐

の

一
般
的
な
認
識
に
距
離
を
置

い
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特

に
、
「黄
華
之
過
重
陽
、
世
俗
謂
之
残
菊
」
を
冒
頭

と
す
る
詩
序
で
は
、
「残
菊
」
の
こ
と
を
、

夫
難
レ遇
易
レ失
者
時
也
。
難
レ栄
易
レ衰
者
物
也
。
三
秋
已
暮
、

一
草
独
芳
。

(
『菅
家
文
草
』
巻
五

・
三
五
六
)

と
言
い
、
重
陽
が
過
ぎ
て
も
ま
だ
ず

い
ぶ
ん
遅
い
時
期
ま
で
咲
き
誇

る
菊

の
華

や
か
な
姿
を
表
し
て
い
る
。
中
国

の
詩
文

で
は
、
「
独
」
は

「残
菊
」
を
表
す

の
に
用
い
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
先
に
挙
げ
た

「魏
文
帝
与
鍾
鯀
書
」
の

「
至
於

芳
菊
、
紛
然
独
栄
」
や
、
次
の
、

雲
安
九
日
、
鄭
十
八
攜
レ酒
陪
二諸
公
宴

一

杜
甫

寒
花
開
已
尽

寒
花

開
く
こ
と
已
に
尽
き

菊
蕊
独
盈
枝

菊
蕊

独
り
枝
に
盈

つ

…
…

(
『全
唐
詩
』
巻
二
二
九
)

な
ど

の
よ
う
に
、
百
花

に
遅
れ
て
九
月
九
日
重
陽
の
日
に
満
開
に
な
る
菊
を
賛

美
す
る

の
に
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道
真
は
、
「
独
」
と

い
う
表
現
を

「残
菊
」
を
賛
美
す
る
の
に
も
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
重
陽

の

菊
と

「
残
菊
」
と
に
価
値

の
差
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
た
な
か

っ
.た
よ
う
で
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菅原道 真詩 文 にお ける 「残 菊」 をめ ぐって

あ

る
。

ち

な

み

に

、

道

真

の

「
残

菊

」

を
詠

む

作

品

に
は

、

「
独

」

の
他

に

は

、

ま

た
、

惜

二
残

菊

一
、

各

分

二
一
字

一
、

応

レ
制

。

並
・序

寒

鞭

打

後

菊

…叢

孤

寒

鞭

打

ち

て
後

菊

叢

孤

な

り

相

惜

相

憐

意

万

殊

相

惜

み

相

憐

れ

む

意

万

殊

な

り

…

…

(
『
菅
家

文
草

』
巻

五

・
三
五

六
)

暮

秋

、

賦

二
秋

尽

翫

ワ
菊

、

応

レ令

。

並
・序

…

…

孤
叢

両

三

茎

、

孰

不

レ
謂

二
之

残

菊

一
。

…

…

(
『
菅
家

文
草

』
巻

五

・
三
八

一
)

な

ど

と

あ

る

よ

う

に

、

「
菊

…叢

孤

」

や

「
孤

叢

」

と

い

う

表

現

が

見

ら

れ

る

。

し

か

し

「
孤

」

と

「
独

」

は

元

々
意

味

が

異

な

る

も

の

で
あ

る
。

「
独

」

は

、

「
独

立

」
、

「
独

裁

」
、

「
独

擅

」

な

ど

の

よ

う

に
、

「
他

者

を

凌

ぐ
」
、

「
独

り

占

め
」

と

い
う

ニ

ュ
ア

ソ

ス
が

強

く

、

積

極

的

で
拡

張

的

な

傾

向

を

示

す

表

現

に

多

く

用

い

ら

れ

る
。

一
方

、

「
孤

」

は
、

「
孤

立

」
、

「
孤

児

」
、

「
孤

雲

」

な

ど

の

よ

う

に
、

「
周

囲

の
他

者

と

不

調

和

」

ま

た

は

「
ひ

と

り

ぽ

っ
ち

」

と

い

っ
た

ニ

ュ
ア

ン

ス
が

強

く

、

隔

離

さ

れ

て

い
る

消

極

的

な
物

事

を

表

現

す

る

の

に
多

く
使

わ

れ

る
。

し

た
が

っ
て

、

「
孤
叢

」

は
、

中

国

の
詩

に

お

い

て

は
、

重
陽
席
上
賦
二白
菊
一

満
園
花
菊
鬱
金
黄

満
園
の
花
菊

鬱
金

の
黄

中
有
孤
叢
色
似
霜

中

に
孤
叢
有
り
て

色
霜

に
似
た
り

還
似
今
朝
歌
酒
席

還
た
似
た
り

今
朝

の
歌
酒
の
席

白
頭
翁
入
少
年
場

白
頭
の
翁

の
少
年
の
場
に
入
り
し
に

(
『白
氏
文
集
』
二
七
七
四
)

と

い
う
白
居
易

の
詩

の

一
例
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
れ
は
、
「
今
日
の
宴

の
席

上
で
、
満
座

の
少
年

の
中

に
、
た
っ
た

一
人
の
白
髪

の
老
人

(作
者
自
身
)
が

交
じ

っ
て
い
る
」
こ
と
に
比
喩
さ
れ
て
お
り
、
周
り
と
調
和
し
な
い
寂
し
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道
真

の
詩
に
お
け
る

白
菊

の

「
孤
叢
」
は
、
白
居
易

の
場
合
と
異
な

っ
て
、

い
ず
れ
も

「残
菊
」
を

賞
美
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
道
真
は

「孤
」
と
い
う
語

に
含

ま
れ
た
隔
絶
感
と
寂
寞
感
と
、
両
面
と
も

に
的
確

に
把
握
し
、
「ぽ

つ
ん
と
ひ

と
む
ら
だ
け
」
を
意
味
す
る
と
同
時

に
、
他

の
植
物
と
同
調
し
な
い
と
い
う
白

　れ
　

菊
の
品
格

の
孤
高
さ
を
も
意
味
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
真

の

「残
菊
」
を
詠
む
表
現
に
は
、
次
の
二
首

の
詩

に
、

残
菊
詩

十
月
玄
英
至

十
月

玄
英
至
る

三
分
歳
候
休

三
分

歳
候
休
す
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暮
陰
芳
草
歇

暮
陰

芳
草
歇
き

残
色
菊
花
周

残
色

菊
花
周
し

為
是
開
時
晩

是
れ
開
く
時
の
晩
き
が
為
な
り

当
因
発
処
稠

当
に
発
す
る
処
の
稠
な
る
に
因
る
べ
し

染
紅
衰
葉
病

紅
に
染
み

衰
葉
病
ひ

辞
紫
老
茎
惆

紫
を
辞
し

老
茎
惆
た
り

露
洗
香
難
尽

露
洗
へ
ど
も

香
は
尽
き
難
し

霜
濃
艶
尚
幽

霜
濃
け
れ
ど
も

艶
は
尚
幽
か
な
り

低
迷
馮
砌
脚

低
迷
し
て

砌
脚
に
馮
り

倒
亜
映
欄
頭

倒
亜
し
て

欄
頭
に
映
る

霧
掩
紗
灯
点

霧
掩
ひ
て

紗
灯
点
し

風
披
匣
麝
浮

風
披
ひ
て

匣
麝
浮
ぶ

蝶
栖
猶
得
夜

蝶
栖
み
て

猶
夜
を
得

蜂
採
不
知
秋

蜂
採
り
て

秋
を
知
ら
ず

已
謝
陶
家
酒

已
に
陶
家
の
酒
を
謝
し

将
随
躑
水
流

将
に
邸
水
の
流
れ
に
随
ふ
べ
し

愛
看
寒
暑
急

愛
し
み
て
看
る

寒
暑
の
急
ぐ
る
に

秉
燭
豈
春
遊

燭
を
秉
る
は

豈
に
春
遊
の
み
な
ら
ん
や

(
『菅
家
文
草
』
巻
一
二
二
)

残
菊

(晩
秋
二
十
詠
・
其
の
一
)

九
月
廿
六
日

陶
家
秋
苑
冷

陶
家

秋
苑

冷

に
し
て

残
菊
小
籬
間

残
菊

小
籬

の
間

為
是
開
時
晩

是
開
く
時

の
晩
き
が
為
な
り

応
因
得
地
閑

応

に
地
の
閑
な
る
を
得
た
る
に
因
る
べ
し

(『菅
家
文
草
』
巻
二
・
一
五
三
)

と
、
「
開
時
晩
」
と

い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
挙
げ

た
杜
甫

の

「歎
庭
前
甘
菊
花
」

の
第

一
句

「檐
前
甘
菊
移
時
晩
」
を
彷
彿
さ
せ
る
。
し
か

し
、
杜
甫

の
詩
で
は
、
菊
が
重
陽

に
咲
く

の
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
こ
と
を

「移
時
晩
」
と
し
、
残
念
に
思
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

道
真

の
詩

で
は
、
晩
秋

に
な

っ
て
も
菊
が
ま
だ
き
れ
い
に
咲
き
残

っ
て
い
る
こ

と
を

「
開
時
晩
」
と
し
、
た
だ

「残
菊
」
を
賞
美
し
て
憐
れ
む
心
情
だ
け
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
。
特

に

一
首
目
の

「残
菊
詩
」
で
は
、
菊

の
傷
ん
だ
姿
を
詠

み
な
が
ら
も
、
「露
洗
香
難
尽
、
霜
濃
艶
尚
幽
」
と
、
ま
だ
十
分
観
賞

で
き
る

こ
と
も
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「蝶
栖
猶
得
夜
、
蜂
採
不
知
秋
」
は
、
先

に
あ
げ
た
唐
の
鄭
谷

「十
日
菊
」

に
あ
る

「節
去
蜂
愁
蝶
不
知
」
を
想
起
さ
せ

る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
道
真

の
敢
え
て
唐

の

「残
菊
」

に
対
す
る
認
識
に
随

わ
な
い
姿
勢
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
次

の
詩
で
は
、

九
月
尽
日
、
題
二残
菊

一、
応
二太
上
天
皇
制
一。
同
勒
・寒
残
看
闌
一
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蘆
簾
砌
下
水
辺
欄

蘆
簾
の
砌
下

水
辺

の
欄

秋
只

一
朝
菊
早
寒

秋
は
只

一
朝

菊
早

に
寒
し

幸
被
君
臣
交
畝
種

幸
ひ
に
君
臣

に
畝
を
交

へ
て
種
ゑ
ら
れ

任
他
意
気
満
園
残

他
の
意
気
園

に
満
ち
て
残
る
に
任
す

…
…

(
『菅
家
文
草
』
巻
六

・
四
六

一
)

第
四
句
で
「
菊
の
お
も
む
き
は
ま
だ
花
園
い

っ
ぱ

い
に
満
ち
残

っ
て
い
る
」
キ

詠
う
よ
う
に
、
「
残
」
は

「
残
る
」
意
味

で
あ
り
、
「残
菊
」
は
、

い
つ
ま
で
本

咲
き
残
る
菊
の
こ
と
を
い
う
も

の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
詩
で
は
、

対
二残
菊
一詠
レ所
レ懐
、
寄
二物

忠
両
才
子

一

思
家

一
事
乱
無
端

家
を
思
ふ

一
事

乱
れ
て
端
無
し

半
畝
華
園
寸
歩
難

半
畝

の
華
園

寸
歩
も
難
し

偏
愛
夢
中
禾
失
尽

偏

へ
に
愛
し
む

夢

の
う
ち
に
禾
の
失
ひ
尽
き
た

る
を

不
知
籬
下
菊
開
残

知
ら
ず

籬
下
に
菊

の
開
き
残
れ
る
を

(『菅
家
文
草
』
巻
四

・
三
〇
五
)

と
あ
る
よ
う
に
、
「京

の
家

の
こ
と
で
思

い
乱
れ
て
、
花
園
を
歩
く
足
も
重
い
。

　
　
　

早
く
任
期
を
終
え
て
京
に
戻

る
こ
と
だ
け
を
夢
見
て
、
官
舎

の
庭

に
ま
だ
咲
ぎ

誇

っ
て
い
る

『残
菊
』

の
こ
と
さ
え
見
逃

し
て
し
ま
い
そ
う
だ

っ
た
」
と
詠
ん

で
い
る
。
こ
こ
の

「開
残
」
は
、
中
国
の
詩
文

に
は
見
あ
た
ら
な
い
表
現

で
あ

り
、
「
咲
き
残
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
次
の
、

対
二残
菊
『
待
二寒
月
一。
于
・時
閏
十
月
十
七
日
、
陪
・第
九
皇
子
詩
亭
一

月
初
破
却
菊
纔
残

月
初
め
て
破
却
し

菊
纔

か
に
残
れ
り

漁
夫
樵
夫
抑
意
難

漁
夫
樵
夫
す
ら
意
を
抑
ふ
る
こ
と
難
し

況
復
詩
人
非
俗
物

況
ん
や
ま
た
詩
人
の
俗
物

に
非
ず
し
て

夜
深
年
暮
泣
相
看

夜
深
く

年
暮
れ
て

泣
き
て
相
看
る
を
や

(
『菅
家
文
草
』
巻
六

・
四
五

一
)

と
い
う
詩
に
み
ら
れ
る

「纔
残
」
と
い
う
表
現
も
、
中
国
の
詩
に
見
あ
た
ら
ず
、

菊
が

「
わ
ず
か
に
残
る
」
意
味
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
首
は
、

「晩
秋
の
季
節
ま
で
咲
き
残

っ
た
菊
は
、
誰
も
が
惜
し
ま
ず
に
は
居
ら
れ
な

い
」

と
詠
み
、
「
残
菊
」

の
賞
美
が
当
時

一
般

の
風
習

で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
道
真

の
詩
に
お
け
る

「残
菊
」
は
、
主

に

「重
陽
が
過
ぎ

た
と
し
て
も
、
菊
は
ま
だ
遅
く
ま
で
咲
き
残
る
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
詠
ま

れ
、
中
国
で
は
重
陽

の
日
を
過
ぎ
た
ぽ
か
り
と
し
て
も
価
値

の
な
い
も

の
と
さ

れ
る

「残
菊
」
を
、
積
極
的

に
賛
美
す
る
態
度
を
詠
出
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、

日
中
と
も
に

「
残
菊
」
を
重
陽
が
過
ぎ
た
後
の
菊
と
見
な
し
て
い
た
も

の
の
、

そ
の
時
期
も
イ
メ
ー
ジ
も
か
な
り
異
な
る
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
こ
そ
、
日
中
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に
お
け
る

「残
菊
」
の
根
本
的
な
相
違
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
唐
詩

に
も
道
真

の
詩
に
も
、
「
残
菊
」

の
衰
残

の
姿
を
詠

ん
だ

も
の
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
以
上
分
析
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
日
中
に
お
い
て
と
も

に
、
そ
れ
は

「
残
菊
」

の
主
眼
で
は
な
か

っ
た
と
言

え
よ
う
。
道
真

の
詩
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
残
菊
」
は
、
や
は
り
主
に

「遅

い
時

期
ま
で
も
咲
き
誇
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
大
い
に
賛
美

の
対
象
と
さ

　れ
　

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
漢
詩
人

た
ち
に
も
影
響
し
、
さ
ら
に
和
歌

に

お
い
て

「
う

つ
ろ
ふ
菊
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
日
本
独
特

の

「残
菊
」
賞
美

　お
　

の
世
界
が
確
立
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

っ
た
。

五

菅
原
道
真
を

は
じ

め
と
す

る
日
本

の

「残
菊
」
観
確
立

の
歴
史
的

・
文
化
的
背
景

で
は
、
な
ぜ
中
国
で
は
重
陽
が
過
ぎ
る
と
好
ま
れ
な
い

「
残
菊
」
が
、
日
本

で
は
道
真
以
降
、
そ
れ
ほ
ど
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
寒
冷

な
内
陸

に
位
置
す
る
長
安
と
、
温
暖
な
海
洋
性
気
候
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
盆

地
で
あ
る
と

い
う
京
都
と

の
、
地
理
上

・
気
候
上

の
相
違
に
よ
っ
て
、
菊
の
開

花
時
期
に
差
異
が
生
じ
た
、
と
い
う
理
由
が

一
番
考
え
や
す
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
し
か
し
、
そ
う
簡
単

に
片
づ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
宋

代

の
胡
仔
が
著
し
た

『蓍
渓
漁
隠
叢
話
』

に
あ
る
次

の
、

江
淅
間
、
毎
歳
重
陽
、
往

々
菊
亦
未

レ開
、
不
二
独
嶺
南
為
ワ然
。

(後
集

・
巻
六
)

と
い
う

一
節
に
よ
れ
ぽ
、
実
際
中
国

の
中
で
も
、
「江
淅
」
「嶺
南
」
の
よ
う
な

温
暖
な
南
方

に
お
い
て
は
、
重
陽
に
な

っ
て
も
開
花
し
な
い
こ
と
が
多

い
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
念
上
で
菊
花
賞
美
と
重
陽
と
を
結
び
付
け
る
慣
習
が

確
固
な
も

の
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
「
残
菊
」

に
対
す
る
好
み
に
お
け

る

日
中
の
程
度

の
差
は
、
単
な
る
自
然
環
境
の
相
違

に
よ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

や

は
り
、
中
国
と
日
本
と
で
は
、
元
々
菊
と
九
月
九
日
重
陽
と
の
関
係

に
対
す

る
認
識
に
相
違
が
あ

っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
で
は
、
重
陽
は
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
節
句
で
あ
り
、
中
国

の
よ
う
に

根
強

い
風
習

で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
『類
聚
国
史
』
の

「歳
時
」

に
よ

れ
ぽ
、
天
武
天
皇
十
四
年

(
六
八
五
)
に
初

め
て
、
「九
月
九
日
」

に
宴
が
開

か
れ
る
と

い
う
記
録
が
あ

っ
て
以
降
、
九
月
九
日
重
陽

の
宴

は
、
嵯
峨

・
淳

和

・
仁
明
朝
と
光
孝

・
宇
多

・
醍
醐
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
期
を
挟
み
な
が
ら
も
、

様

々
な
事
情
で
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
分
か

　け
　
る
。
そ
し
て
つ
い
に
、

停
二
九
日
宴
一十
月
行
詔
。
世
号
・残
菊
宴
一

後
江
相
公

(朝
綱
)

(『本
朝
文
粋
』
巻
二
)

と
い
う
題

で
書
か
れ
た

「天
暦
四
年

(九
五
〇
)
九
月
二
十
六
日
」
付

の
詔
書

に
よ

っ
て
、
「重
陽
宴
」
が

「残
菊
宴
」

に
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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菅原道真詩文 にお ける 「残菊」 をめ ぐって

つ
ま
り
、
中
国

で
は
、
九
月
九
日
そ

の
日
自
体
の
持

つ
意
味
が
大
切

で
あ
り
、

そ
の
日
に
は
皇
帝
か
ら

一
般

の
庶
民
ま
で
、
誰
も
が
祝
う
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
日
本
で
は
、
中
国
の
よ
う
に
重
陽

に
対
す
る
信
仰
や
認
識
が
な
く
、
単

な
る
宮
中

で
宴
を
開
く
の
に
ふ
さ
わ
し
い
節
句
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
事
情
が
あ
れ
ば
中
止
さ
れ
て
い
た
も

の
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
菊
と
重
陽
と
の
関
係
も
、
日
本

で
は
必
然
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
『懐
風
藻
』
所
収
の
安
倍
広
庭

の

「秋
日
於
二長
王
宅

一宴
二新
羅
客

こ

の
詩
に
、

傾
斯
浮
菊
酒

斯
の
菊
を
浮
か
べ
る
酒
を
傾
け
て

願
慰
転
蓬
憂

願
は
く
は
転
蓬

の
憂
を
慰

め
ん

(
『懐
風
藻
』
七

一
)

と
、
「浮
菊
酒
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
山
円
正
氏

は
、
こ
の
詩
は
養
老
七
年

(七
二
三
)
の
重
陽
よ
り

一
ヶ
月
前
ぐ
ら

い
に
作
ら

れ
た
と
断
定

で
き
る
点
、
そ
し
て

『懐
風
藻
』
に

「
菊
酒
」
や

「
菊
気
」
な
ど

の
言
葉
を
含
む
詩
は
い
ず
れ
も
明
確
な
日
付
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
な

ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
詩
は
重
陽
で
は
な
い
日
に
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
大
き

い
と

し
、
「中
国
詩
に
お
け
る
重
陽
と
菊
酒
の
不
可
分
の
関
係
を
、
『懐
風
藻
』

の
詩

　　
　

人
は
把
え
て
い
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
論
考
か
ら
は
、
上
代
日
本
に
お

け
る

「
菊
」

へ
の
認
識
の

一
斑
が
窺
え
る
。
ま
た
、
次

の
紀
元
七
五
〇
年
の
記

録
に
よ
る
と
、

桓
武
天
皇
延
暦
十
六
年
十
月
癸
亥
、
曲
宴
、
酒
酣
、
皇
帝
歌
日
、
己
乃
己

呂
乃
、
志
具
礼
乃
阿
米
爾
、
菊
乃
波
奈
、
知
利
曾
之
奴
倍
岐
、
阿
多
羅
蘇

乃
香
乎
、
…
…

(『類
聚
国
史
』
巻
七
十
五

「歳
時
六
」)

と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
、
重
陽
よ
り
か
な
り
経

つ
遅

い
時
期
に
宴
を
開
き
、

そ
の
場
で
菊
の
こ
と
を
和
歌
に
詠
む
例
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
平
安

朝
で
は
、
菊
と
大
き
な
関
係
を
持

つ
い
く

つ
も
の
詩
歌

の
行
事
が
あ

っ
た
が
、

そ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
、

・
寛
平
御
時
菊
合

(寛
平
三
年

〈
八
九

一
〉)
(「
ふ
ゆ
」
が
読
み
込
ま
れ
て
い

る
)

・
延
喜
十
三
年
内
裏
菊
合

(九

=
二
年
十
月
十
三
日
)

・
醍
醐
御
時
菊
合

(延
喜

二
十
二
年

〈
九
二
二
〉)
(「あ
き
す
ぎ
て
」
や

「
ふ

ゆ
」
な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
)

・
天
暦
七
年
内
裏
菊
合

(九
五
三
年
十
月
二
+
八
日
)

・
上
東
門
院
菊
合

(長
元
五
年

〈
一
〇
三
二
〉
十
月
+
八
日
)

・
元
永
元
年
内
大
臣
家
歌
合

・
「残
菊
」
(
一
一
一
八
年
十
月
二
日
)

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
九
日
よ
り
遥
か
に
遅

い
時
期
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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要
す
る
に
、
日
本
で
は
、
菊

の
花
は
九
月
九
日
重
陽
の
日
だ
け
に
賞
美
す
る

も
の
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
思
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
重
陽
を
過
ぎ

て
も
、
か
な
り
遅

い
時
期
ま
で
菊
を
賞
美

し
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
て
き
た

道
真

の

「
残
菊
」
賞
美
観

は
、
以
上
の
よ
う
な
中
国
と
異
な
る
賞
菊
伝
統

の
流

れ
の
中

に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
ご
く
自
然

に
培
わ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。な

お
、
道
真
を
は
じ
め
と
す
る
日
本

の

「残
菊
」
は
、
「惜
秋
翫
残
菊
」
と

い
う
詩
題

に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
独
自
の

「惜
秋
」

の
観
念
と
連

動
し
て
発
生
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
渡
辺
秀
夫

　め
　

氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ま

一
度

「
惜
秋
翫
残
菊
」
の

詩
に
表
れ
る
詩
人
た
ち
の
時
間

へ
の
把
握

に
注
目
し
た
い
。
先
に
あ
げ
た

「惜

残
菊
各
分

一
字
応
制
並
序
」
(『菅
家
文
草
』
巻
五

二
二
五
六
)
で
は
、
道
真

は
、

「
夫
難
遇
易
失
者
時
也
。
難
栄
易
衰
者
物

也
」
と
言

っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の

作
品
を
見
て
み
よ
う
。

暮
秋
、
賦
二秋
尽
翫
ワ
菊
、
応
レ令
。
並
・序

菅
原
道
真

惜
秋
秋
不
駐

秋
を
惜
し
む
も

秋
駐
ま
ら
ず

思
菊
菊
纔
残

菊
を
思
ふ
も

菊

わ
ず
か
に
残
る
の
み

物
与
時
相
去

物
と
時

相
去
れ
ぽ

誰
厭
徹
夜
看

誰
か
夜
を
徹
し
て
看
る
を
厭
は
ん

(
『菅
家
文
草
』
巻
五

・
三
八
一
)

惜

レ
秋

翫

二
残

菊

一
各

分

二
一
字

一応

制

(序

)

紀

長

谷

雄

惜

レ
秋

翫

二
残

菊

一、

蓋

賞

二
時

変

一也

。

当

時

侍

者

皆

相

語

日
、

凡

情

之

難

レ

堪

者

、

莫

レ
過

二
於

秋

天

一
、

感

之

至

切

者

、

莫

ン
深

二
於

歳

暮

一、

況

復

孤

叢

之

将

レ
尽

、

寒

花

之

纔

残

、

…

…

(
『本

朝
文

粋
』

巻

十

一
)

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
「残
菊
」
と
と
も
に
移
り
去

っ
て
い
く
時
間
を
惜
し
む
、

と
い
う
と
こ
ろ
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
中

で
は
特
に
、
紀
長
谷
雄
が
言
う

「秋
を
惜
し
み
て
残
菊
を
翫
ぶ
こ
と
は
、
蓋
し
時

の
変
を
賞
す
る
な
り
」

は
、

先

に
引
用
し
た
中
国
宋
代

の
何
燕
泉

の
詩
話

の

「人
之
視
菊
、
直
繋
其
時
焉

耳
」
と
は
、
ま
さ
に
好

一
対
で
あ
る
。
大
陸

で
は
時
が
過
ぎ
る
と
価
値

の
な
い

も

の
と
さ
れ
た
も

の
は
、
日
本

の
詩
人
た
ち
の
筆
下
で
は
、
そ
れ
が
時
間
と
と

も
に
移
ろ
う
か
ら
こ
そ
大
い
に
賞
美
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
移
ろ
う
時
間
を
敏
感
に
把
握
し
、
植
物
や
人
事
な
ど
、
世
の
中

の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
時
間

の
流
れ
に
置

い
て
考
え
る
の
は
、
古
来
日
本
独
特

の
、

　レ
　

特
に
平
安
時
代

に
入

っ
て
か
ら
の
観
念
で
あ
る
。
「残
菊
」

の
先
行
論
考

で
は
、

道
真
ら
の
漢
詩
が
和
歌
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
も

の
が
多
い
が
、
道
真
ら
が

中
国
と
異
な
る

「
残
菊
」
観
を
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
、
時
間
と
と

も

に
移
ろ

っ
て
い
く
も

の
に
価
値
を
見
出
す
と
い
う
日
本
的
美
意
識

の
共
通
す

る
基
盤
を
持

っ
て
い
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う

に
、
道
真
を
初

め
と
す
る
日
本
の
漢
詩
人
た
ち
は
、
中
国
の
詩

の

言
葉
と
形
式
を
自
分
自
身

の
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
日
本
独
特

の
美
意
識
に
深

96



菅原道真詩文における 「残菊」をめぐって

く
根
ざ
し
た
、
中
国
の
詩
に
見
ら
れ
な

い
新
た
な
展
開
を
示
す
も

の
と
な

っ
た
。

「
残
菊
」
は
そ

の

一
例
で
あ
る
が
、
今
後

と
も
、
道
真

の
詩
文
を
中
心

に
、
日

本
漢
詩
文

の
美
意
識
と
表
現
に
お
い
て
の
中
国
詩
文
と
異
な
る
独
自

の
も
の
を

探
究
し
て
い
き
た
い
。

注(
1
)

「
残

菊

」

を

取

り

あ

げ

た

主

な

先

行

論

文

(
注

(
2
)
～

(
4
)
に
挙

げ

た
以

外
)

.
本

間
洋

一

「
菊

の
賦

詩

歌

の
成

立

-
菊

花

詠

の
小

文
学

史

1
」

(
『
王
朝

漢
文

学

表
現

論
考

』

和
泉
書

院

、

二
〇
〇

二
年

二
月

、

三

一
-
五
六

頁
。

一
九

八
四
年

初

出
)

・
菅

野
洋

一

「
菊

の
う

つ
ろ

い
ー

日
本

的
美

意

識

の
伝

統

1
」

(
『文

芸

研

究
』

一

一
九

、

一
九

八

八
年

九
月

、

六

三
-
七

二
頁
)

・
徳
植

俊
之

「
菊

歌
攷

-
冬

の
菊

歌

を

め
ぐ

っ
て
ー
」

(
『和

歌
文

学
研

究
』

六

一
、

一
九

八
九

年
十

月
、

一
⊥

一
頁
)

.
菅

野

洋

一

「菊

花

の
漢
詩

と

和
歌

・
俳

句
」

(
『東

北

工
業

大

学

紀

要

〈
人

文
社

会

〉
』

一
一
、

一
九
九

一
年

三
月

、

三
九
-
五

二
頁
)

・
渡

辺

秀
夫

「
菊

花

の
イ

メ
ー
ジ
ー

日
本

と
中

国
」

(
『
し

に
か
』

一
九

九

七
年

九

月

号
、

三

六
-
四

三
頁
)

(
2
)

小

島
憲

之

「
漢

語
享

受

の

一
面

-

嵯
峨

御
製

を
中

心

と

し

て
ー
」

(
『龍

谷

大

学
論
集

』

四

一
〇
、

一
九

七
七
年

五
月
、

丁

二

一
頁
)

(
3
)

本

間
洋

一

『
本
朝

無
題

詩

全
注
釈

』

一

(
新

典
社

、

一
九

九

二
年

三
月

)

一
二
八
頁

「
賦
残

菊

(
藤
原

敦
基
)
」
詩

の
注
釈

に
よ
る
。

(
4
)

菅

野
禮

行

「
道
真

の
残

菊
詩

の
独

自

性
」

(
『
平
安

初
期

に
お
け

る
日
本

漢

詩

の
比
較

文
学

的

研
究
』

大
修

館
書

店

、

一
九

八
八
年

十
月

、

四
六

一
-
五
〇

〇

頁
)

(
5
)

同
注

(
2
)

(
6
)

同
注

(
4
)

(
7
)

吉

川
幸

次

郎

『杜

甫

詩
注

第

一
冊
』

(筑

摩
書

房
、

一
九
七

七
年

八
月
)

一
九

五
頁

の
注

釈

に
よ

る
。

(
8
)

厳

寿

澂

ほ

か

『
鄭

谷

詩
集

箋

注

』

(上

海

古

籍

出

版

社

、

一
九

九

一
年

五

月
)

二
〇

六
頁

の
注
釈

に
よ

る
。

(
9
)

中

国
古

典
詩

に
お

い
て
、
「
咲

き

残

っ
て
い
る
菊
」

と

い
う
意

味

を
表

す

に

は
、

「余

菊
」

と

い
う

言
葉
が

あ

る
。

(
10
)

「
孤

」

と

「
独

」

の
相
違

や
道

真

の
詩

に
お
け

る

「
孤
叢

」

と

い
う
表

現

に

つ
い
て

は
、
拙

稿

「
菅

原
道

真
詩

に
見

ら
れ

る

『
孤
叢

』

と

い
う

表
現

を

め
ぐ

っ
て
」

(
『
菅

原
道
真

論
集

』
勉

誠

出
版
、

二
〇
〇

三
年

二
月

、

一
〇
九

-
=

一二

頁
)

を
参

照

さ
れ

た

い
。

(
11
)

「
禾

失
」

は

「
秩
」
、
「
官

職

」

を
意

味

す

る
。

し

た
が

っ
て
、
「
禾
失

尽
」

は

「
秩
尽

」
、
官

の
任

期
が

満

了
す

る

こ
と
を
意

味

す

る

(
『漢

書
』

「
蔡
茂

伝
」

の
故

事

に
よ

る
)
。

(
12
)

道

真

の
作

以

外

で
、

同
時

代

の
日
本

漢
詩

文

に

「
残
菊

」
が

詠

ま

れ

た
主

な
作

品

は
次

の
よ
う

で
あ

る
。

.
『雑

言

奉

和
』

「
惜
秋

翫

残

菊
応

制
」

を

題

に
す

る
詩

十

四
首

(
こ

の
作

品
群

の

出

典

に

つ
い

て
は
、

『
日
本
詩

紀
』

の

「
引

用
書

目
」

の
所

に

『
残
菊

詩
巻

(
寛

平

中
内
宴

侍

臣
応

制
詩
巻

)
』

と

い
う
記

録
が

あ

る
)
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・
紀

長
谷

雄

の
詩
序

六
首

(
『
本
朝

文
粋

』
巻

=

・
三
三
〇

、

三
三

一
、

三
三

四
、

三

三
五
、

『
和
漢

朗
詠

集
』

二
六

八
、

『新
撰

朗

詠
集
』

二
六
〇
)

・
延
喜

七
年

大

井

川
御

幸
詩

歌

「
菊

花

残
」

一
首

(後

藤

昭
雄

「
延

喜

七
年

大

井

河
御
幸

詩

」

(
『
平
安
朝

漢

文
文

献

の
研
究

』
七

二
-
八
九
頁

、
吉

川
弘

文
館

、

一

九
九

三
年

六
月

。

一
九

八
四
年

初
出
)

に
よ

る
)

(
13
)

中
村

佳
文

「
『古

今

和
歌
集

』
菊

の
歌
群

攷
-
宇

多
朝

文

壇

の
漢
詩

と
和

歌

1
」

(
『平

安
朝

文
学

研
究

』
復

刊

八
、

一
九

九
九
年

十

一
月
、

一
⊥

二
頁
)

(
14
)

『類

聚

国
史
』

巻

七
四

「
歳
時

五

・
九

月
九

日
」

(
天
武

～
宇

多
)

に
よ

る
。

な

お
、
宇

多

朝

か

ら

一
条
朝

ま

で

の
重

陽
宴

に

つ
い
て

は
、

滝

川
幸

司

コ

条

朝

文
壇

の
形

成

i

重
陽

宴

の
変

容

を
通

し

て
」

(
『古

代
中

世

文

学
研

究

論
集

』

和

泉
書

院
、

一
九

九

六
年

十

月
、

一
-
三

四
頁

)

に
附

さ
れ

た

「重

陽
宴

年
表

」

(宇

多

～

一
条

)

を
参

照
さ

れ

た

い
。

(
15
)

北

山

円
正

「
重

陽

節
会

の
変
遷

(上

)
i

節

会

の
詔

勅

・
奏

類

を

め
ぐ

っ

て
ー

」

(
『
平
安

文

学

研

究
』

七

八
、

一
九

八

七
年

十

一
月

、

一
二

二
-
=

一=

頁

)

(
16
)

渡

辺
秀

夫

『平
安

朝

文
学

と
漢

文
世
界

』

(
勉
誠

社
、

一
九
九

一
年

一
月
)

九

二
頁
。

な

お
、

「惜

秋
」

に

つ

い

て

は
、
太

田
郁

子

「
『
和

漢

朗

詠

集

』

の

『
三
月

尽
』
・
『
九

月
尽

』
」

(
『
国

文
学

言

語

と

文
芸

』
九

一
、

一
九

八

一
年

三

月
、

二
五
-
四
九
頁
)

を
参

照

さ

れ
た

い
。

(
17
)

平
安

人

が
時

間

に
対

し

て
敏

感

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に

つ
い
て

は
、
主

に

平

野
仁

啓

「
日
本

人

の
時

間

意
識

の
展

開

古

代

か
ら

中
世

へ
」

(
明
治

大
学

文

学

部
紀

要

『文

芸
研

究

』

一
=

、

一
九

六
九
年

三
月
、

一
-
五

五
頁
)
、
亠口同
木

市

之

助

『
日
本
文

学

の
環

境
』

(
『高

木

市

之
助

全
集

』

第

七
巻

、
講

談

社

、

一
九

七

六
年

十

一
月
)
、

李

元

煕

「
『
古

今
集

』

に
お

け

る

時

間

意

識
」

(
東

北

大

学

『
日
本

文
芸

論
叢

』

六
、

一
九

八

八
年

三
月

、

一
-
八
頁
)

な
ど

の
論
考

に
よ

る
。

〔付

記
〕

本

稿

は
平

成
十

七
年

三
月

に
行

わ

れ

た

「
文

化

と

し

て

の
植

物

-

日
本

の
内

と
外

1
」

の
共

同
研

究
会

で

の
発
表

に
基

づ

い
て
ま
と

め

た
も

の
で
す
。

ま

た
、

査
読

の
際

に
貴
重

な

ご
意

見

を

く
だ

さ

っ
た
諸

先
生

に
は
、

心

か
ら

お
礼

を

申

し
あ
げ

ま
す
。
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